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序

二千年の昔から大陸文化の窓口として栄えた福岡市は、二十一世紀のア

ジアに開かれた都市として、更なる発展を目指してさかんに都市開発が推

し進められています。それに伴ってやむなく失われる埋蔵文化財について

は、将来にわたって記録を保存するための発掘調査をおこなっています。

本書は、集合共同住宅の建設に先立って実施した比恵遺跡群第１２０次

調査の発掘調査報告書です。

今回の発掘調査では、弥生時代前期の貯蔵穴群や古墳時代初頭の溝状遺

構などが発見されました。殊に古墳時代初頭の溝状遺構には、壷や甕、高

坏が多量に一括投棄されていました。

本書は、これらの発掘調査の成果を収録したものです。本書が市民のみ

なさんに広く活用され、埋蔵文化財保護に対するご理解の一助になるとと

もに、学術研究に活用していただければ幸いです。

なお、発掘調査から整理報告までの間には、地権者をはじめ多くの方々

のご指導とご協力をいただきました。記して心から感謝の意を表する次第

であります。

平成 23 年 3 月 18 日

    福 岡 市 教 育 委 員 会
教育長   山  田  裕  嗣



れ　い　げ　ん

１．本書は、福岡市教育委員会が福岡市博多区博多駅南６丁目３１－
５で計画された共同住宅の建設に先立って、平成 22（2010）年
4 月 13 日～ 5 月 20 日までに発掘調査した比恵遺跡群第１２０
次調査の発掘調査報告書である。

２．本書に使用した方位はすべて磁北方位である。
３．遺構は、貯蔵穴をＳ U、甕棺墓をＳＴ、土壙墓をＳＲ、土壙をＳＫ、

溝遺構をＳＤ、ピットを SP と記号化して呼称し、その後にすべ
ての遺構を通番して０１からナンバーを付した。

４．本書に掲載した遺構と遺物の実測には小林義彦があたったが、遺
物の実測には大塚紀宜（埋蔵文化財第２課）の協力を得た。

５．本書に掲載した遺構と遺物の製図は、小林と大塚のほか今村ひろ
子が作成した。

６．本書に掲載した遺構と遺物の写真は小林が撮影した、全景写真は、
デジタルモザイク写真で合成した。

７．本書の執筆・編集は小林が行った。
８．本書に係わる遺物と記録類は一括して埋蔵文化財センターに保管

している。
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Ⅰ.  はじめに
１.　発掘調査にいたるまで

比恵遺跡群は、福岡平野を北流する那珂川の右岸に沿って長くのびる春日丘陵の最北部に位置し、
近年まで都市近郊ののどかな田園風景が拡がっていた。しかし、急速な郊外の市街化で丘陵上には一
面に住宅が建ち並び、旧地形の面影はない。更に、２１世紀を迎えた今日、経済成長に伴う再開発に
押されて木造住宅の中高層化が進み、昔日の田園風景は全く失われつつある。

博多駅南６丁目周辺もその例に漏れず、JR 九州の竹下駅に近い利便性もあって幹線道路沿いには
中高層の共同住宅や商業施設を中心とする町に変容しつつある。このような中で、博多駅南６丁目
３１－５地内で専用住宅から共同住宅への立て替えが計画され、その旨の申請が埋蔵文化財第１課に
提出された。この地は、比恵遺跡群として周知化された埋蔵文化財包蔵地内にあり、４丁目と６丁目
の境をなす幹線道路周辺には弥生時代から古墳時代に亘る遺構が濃密に拡がっており、申請地周辺で
も弥生時代の遺構が数多く報告されている。また、北西方向にある春住小学校の西隣には「那津官家」
跡と推定される３本柱の柵列で区画された倉庫群が拡がっている。このような環境の中で申請地にも
弥生時代から古墳時代の遺構が拡がっていることが予想され、平成 22（2010）年 3 月 25 日に実施
した試掘調査の結果もこのことを裏付けるものであった。そこで、建築物によって破壊される範囲を
発掘調査して記録保存し、駐車場は現状保存を図ることとなった。

発掘調査は、平成 22（2010）年 4 月 13 日よりはじめ、密集する貯蔵穴群や弥生時代終り～古墳
時代初めの壷や甕、高坏などがまとまって投棄された溝遺構などを検出して 5 月 20 日に無事終了し
た。この貴重な成果は、地権者のご理解、ご協力と指導、助言を頂いた先輩諸氏および発掘調査に従
事した方々の労苦に負うところが大きい。ここに記して改めて感謝の意を表します。なお、発掘調査
は事業の性格上、民間受託事業と国庫補助事業とで実施した。

２.   発掘調査の組織
　調査主体　　福岡市教育委員会　
　調査総括　　文化財部埋蔵文化財第２課
　　　　　　　埋 蔵 文 化 財 第 ２ 課 長　　田中寿夫
　　　　　　　埋蔵文化財第２課調査１係長　　米倉秀紀
　調査庶務　　埋蔵文化財第１課管理係　　井上幸江
　調査担当　　埋 蔵 文 化 財 第 ２ 課　　小林義彦

調査・整理作業　　石橋陽子　伊藤美伸　今村ひろ子　浦崎てい子　大瀬良清子　坂梨美紀　知花
繁代　塚本よし子　土斐崎孝子　西田文子　馬場イツ子　濱フミコ　日高芳子　増田ヒロ子　松下
さゆり　森田祐子　諸泉良子　渡部律子

　発掘調査や資料整理にあたっては、蔵冨士寛氏、大塚紀宜、田尻直子氏の協力を得た。その協力に
謝意を表するとともに本報告に十分に生かせなかったことを深くお詫びする次第である
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1 . 比恵遺跡群
2 . 那珂遺跡
3 . 五十川遺跡
4 . 井尻 B遺跡
5 . 横手遺跡
6 . 東那珂遺跡
7 . 東那珂君休遺跡
8 . 板付遺跡
9 . 諸岡 A遺跡
10.笹原遺跡
11.雀居遺跡
12.大橋 E遺跡
13.三宅 B遺跡

Fig. 1　周辺遺跡分布図（1 ／ 25,000）
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Fig. 2　比恵遺跡群周辺旧地形図（1 ／ 20,000）
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３.　立地と歴史的環境
比恵遺跡群のある福岡平野は、三方を三郡山系や背振山系からのびる小山塊に囲まれ、北は玄界灘

に臨む博多湾に面した沖積平野である。この福岡平野の中央部を北流して博多湾に注ぐ那珂川と御笠
川の間には、春日丘陵から断続的に長くのびる洪積台地が形成されている。春日丘陵と総称されるこ
の洪積台地は、花崗岩風化礫層を基盤とし、その上層部には阿蘇山の火砕流による八女粘土層と鳥栖
ローム層が堆積している。この春日丘陵は、奴国王の王墓地とされる須玖岡本から井尻、五十川を経
て那珂、比恵へと続いて博多湾の海岸砂丘に北面しており、それらの丘陵上には、後期旧石器時代か
ら中世にかけての遺跡が連綿と複合的に展開している。殊に、弥生時代から古代にかけては濃密な分
布状況を示している。

比恵遺跡群は、この春日丘陵最北端の標高 5 ～ 10 ｍの洪積台地上に立地し、南の那珂遺跡群とは
丘陵鞍部を挟んで同じ丘陵上に連なり、便宜的に北半部を比恵遺跡群、南半部を那珂遺跡群と呼称し
ている。元来この比恵丘陵は、那珂・御笠両川の開析による樹枝状の複雑な湾入や起伏があり、丘陵
の西縁や北部は丘陵本体から切り離された島状をなしていたと推測されている。第 120 次調査地は、
この比恵遺跡群の南西縁部に位置し、北東側に拡がる丘陵上には弥生時代から古墳時代の集落域が濃
密に拡がっている。

比恵・那珂遺跡群では、1938( 昭和 13) 年の区画整理時に発見された環濠集落の調査以来、これま
でに 240 地点を超す発掘調査が実施され、台地上において連綿と営まれた各時代の集落や墳墓地の
様相が次第に明らかになりつつある。比恵遺跡群を概観すると、人跡の初現は後期旧石器時代に始ま
り、第 18 次調査区で同期の遺物が検出されている。那珂遺跡群でも、丘陵南東縁の第 38・41 次調
査区などでナイフ形石器や彫器、剥片などの遺物が出土しているが、いずれも散逸的な分布にすぎな
い。縄文時代も晩期前半までは、石鏃や石匙、土器片などが断片的に出土しているのみで遺構に伴っ
た明確なものはない。突帯文期に至ってはじめて遺構が出現し、弥生時代前期にかけて丘陵縁辺の低
位な段丘を中心に集落域が形成され、高所には竪穴住居や貯蔵穴群が確認されており、幾つかの集団
によって群構成されている。この傾向は、那珂遺跡群でも同様で北端部（第 37 次調査）や中央部（第
67 次調査）の高所では二重環壕集落などが検出されている。この前期後半～中期には周辺沖積地の
開削によって集落域は丘陵の縁辺部から尾根状へと次第に拡大していく。中期後半から後期には、比
恵・那珂遺跡群とも集落域は爆発的に増加し、丘陵上の全域が集落域と化す感がある。銅剣や銅弋・
銅矛などの鋳型や中子なども出土し、青銅器を生産する工人集団の工房群が台地の尾根上に現れる。
また、集落域の周辺には墳丘墓をはじめとする甕棺墓群も造営され、丘陵の北側では細型銅剣を副葬
した甕棺墓を内包する中期初頭～前半の墳丘墓（第 6 次調査）が形成される。那珂遺跡群の北側でも
中期中葉～後期の墳丘墓が形成されている。一方、丘陵の東側に拡がる沖積地（第 1 次調査）では、
中期中葉～後期前半の大規模な水田が確認されている。

古墳時代になると、台地の中央部に福岡平野で最古期の前方後円墳である全長 85 ｍの那珂八幡古
墳が造営され、その木棺内には三角縁神獣鏡が副葬されていた。これに続いて６世紀後半には、那珂
八幡古墳の北 500 ｍの台地上に東光寺剣塚古墳と剣塚北古墳の２基の前方後円墳が造営される。こ
のうち、東光寺剣塚古墳は、三重の周溝をもつ全長 140 ｍの筑前地域で最大級の前方後円墳である。
また、近年丘陵上の各所で円墳等の周溝が発見されており、丘陵上には開発で失われた古墳群が存在
していた。一方、この時期の集落域は、５世紀後半代まで一時的な衰退傾向が窺われるが、これを境
に再び大規模な集落形成が展開をはじめる。

6 世紀代には、竪穴住居と掘建柱建物からなる集落域が丘陵の低位を避けた高所に幾つかにまと
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Fig. 3　比恵遺跡群位置図（1 ／ 10,000）
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Fig. 4　第 120 次調査区周辺現況図（1 ／ 500）

まって拡がっている。比恵遺跡群では丘陵の北半部、那珂遺跡群では中央部の西側域に集落が展開し
ない空間域がある。また、集落の展開するエリアでは、遺構間の重複が著しく比較的長い期間に亘っ
て同一のエリアで集落域を構成したものと考えられる。6 世紀後半～７世紀前半には、企画性の高い
柵列に囲まれた大規模な掘建柱建物の造営が丘陵の各所ではじまる。これらの建物群は、既存の集落
域から離れた丘陵の高所に造営される。第８・72・109 次調査区では集落域と重複しているが、こ
れは集落域とは共存せず、集落の廃棄後に造営を始めている。これは企画性の高い建物群が既存の集
落域から隔絶したものである証左であり、官衙的な機能を有する建物群であることを示しているとも
云える。那珂遺跡群でも同様の建物群が検出されており、何らかの有機的な関連性も想起される。こ
れら官衙的な様相を帯びた企画性の高い建物群は、記紀に記された「那津官家」との関わりが強く指
摘されている。

奈良時代以降になると、集落域は急速に縮小し、遺構の中心域は那珂遺跡群に移る。この時期、那
珂遺跡群内では真北にのびる直線的な溝が開削され、その溝内からは瓦や硯などがまとまって出土し
ていることから郡衙や寺院などの存在が想起され、中心的な拠点的集落として捉えることができよう。
また、比恵遺跡群の東側をいわゆる水城東門ルートと呼称される官道が N － 43°－ W の方位でほぼ
直線的にのびて博多遺跡群に到達すると考えられている。これに従うと官道は、比恵遺跡群の丘陵の
東側を貫くことになるが、明らかな道路遺構は、調査例がなく、今後の報告が期待される。
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Fig. 5　遺構配置図（1 ／ 100）

SP-45

Ⅱ．調査の記録
１． 調査の概要

第１２０次調査区は、比恵遺跡群の南西部にあり、1933 年頃から始まった区画整理事業によって
鳥栖ローム層上面まで大きく開削されており、標高は 6.7 ～ 6.8m である。試掘調査では、鳥栖ロー
ム層の直上には、5 ～ 10cm の厚さで遺物包含層が薄く堆積しているが、本来的にはもっと厚い包
含層が堆積していたものと考えられる。また、その層中には甕棺片が含まれていることから申請地
内に甕棺墓がある可能性が考えられた。

発掘調査は、平成22（2010）年4月13日の表土層除去作業から始め、５月20日の埋め戻しを
も っ て 終 了 し た。 
調査区は、道路に
面した駐車場を除
いた建物部分につ
いて設定し、排土
を場内で処理する
必要から調査区を
南北に二分し、は
じめに南半部から
実施した。南半部
の調査では、南壁
に沿って溝状の遺
構と甕棺墓（ST－
01）を検出した。
甕棺墓は、溝状遺
構の西縁にあり、
甕棺墓と重複する
溝状遺構の西縁部
には溝と土壙状の
遺構が重複してい
るものと推測され
たが、混入物に若
干の差異があるも
のの土層的な明確
な違いは最後まで
把握することがで
きなかった。一方、
東側では古墳時代
の土壙によって大
きく削平された甕
棺 墓（ST － 03）
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を検出したが、その甕棺墓の下には黒色土層が拡がっており、甕棺墓の埋置に先立って更に古い遺構
があることが予測され、結果的に土壙下にすっぽりと収まる貯蔵穴（SU－33）を検出した。次に、
南半部の調査終了に伴い排土を反転して北半部の調査に着手した。その結果、４基の貯蔵穴と箱式石
棺墓の棺材の抜き跡、土壙墓、土壙を検出した。このうち古墳時代の土壙墓（SR－51）からは楽浪
系の陶質土器片が出土した。

発掘調査の結果、弥生時代前期と弥生時代中期後半～後期と古墳時代中頃の概ね３時代の集落域と
墓地を構成する遺構を検出した。このうち弥生時代の遺構は、貯蔵穴からなる前期後半と中期後半～
後期後半の土壙と甕棺墓が調査区の東半部に拡がっている。一方、古墳時代の遺構は、調査区の南縁
部にある溝遺構と中頃の土壙墓が検出されたが、密度的にはきわめて疎らな分布を示している。

２． これまでの調査
比恵遺跡群では、1933 年頃に始まった区画整理事業に伴う調査以来、これまでに 123 次にわたる

発掘調査を実施している。博多駅南４丁目から６丁目を中心とする丘陵上には縄文時代晩期末から中
世に至る各時代の遺構や遺物が多量に検出されている。殊に弥生時代から古墳時代にかけての遺構密
度は非常に濃く、奴国の所在する福岡平野の中でも中心的な位置を占めいたことが容易に窺がえる。
ここでは、本調査区での検出された貯蔵穴や甕棺墓などの弥生時代について概観してみたい。

はじめに、集落域の形成は縄文時代晩期末から弥生時代前期にかけて開析されて複雑に入り組んだ
台地の北側と西側で開始される。３次調査区では貯蔵穴が、その北側の 15・26・28 次調査区では前
期末から中期初頭の円形住居や貯蔵穴が、４・30・31・37 次調査区では前期を中心とする貯蔵穴群
が検出されている。中期になると集落域は台地の中央部へと拡大し、広い範囲に亘って形成されるよ
うになる。中期後半になると大型の円形住居が出現し、50 次調査区では直径が 12.5m の超大型の円
形住居が検出されている。後期には台地の中央部が中心的な集落域の範囲となり、掘立柱建物や柵列
なども出現する。一方で、集落域全体を取り囲む環濠は明らかでないが、15・35・40・41・46・53
次調査区では中期後半から後期の大溝が確認されている。1 次調査区では小規模な単位集落を囲僥す
る隅丸方形の４つの溝（環濠）が確認されており、1 号溝が 30m、2 号溝が 40m、3 号溝が 70m、4
号溝が 90m と報告されている。

次に、掘立柱建物は台地中央部の 7 ～ 50 次調査区の占地する４丁目一帯にかけて分布している。
規模的には梁行 1 間、桁行 3 間のものが多く、桁行は 6 次調査区では 8.5m、27 次調査区では 7.5
～ 8m、48 次調査区では 6.7m を測る。また、50 次調査区では梁行 1 間が 4m、桁行 3 間が 10m の
建物が確認されている。これら建物跡は柱穴の掘方が大きく、床面に礎板を敷くものが多い。

更に、中期後半から後期末にかけて台地上では 300 基を超す井戸が開削される。その多くは群集
して分布し、井戸底には完形の壷や高坏などのほか木製農耕具、木製容器、祭祀具などが投棄されて
いる。中期後半には優美な丹塗りの袋状口縁壷や高坏、瓢形土器などの祭祀土器が、後期後半には二
重口縁壷などがまとまって出土するものがある。垂直分布的には井戸底、中位、更には上位でまとま
り、土器・木器ともに時期的な器種の組成や型式編年を考える上で貴重な資料となる。

これらの集落域を構成する人々の墳墓域は、住居跡や建物群の周辺域に営まれるが、その中心的な
甕棺墓や土壙墓群が４１・３・４・６次調査区を中心とする４丁目周辺に営まれている。このうち６
次調査区の甕棺墓には絹布に包まれた細型銅剣が副葬されており、集落の中心的人物の甕棺墓と考え
られる。また、これらの甕棺墓群は墳丘墓内に埋置されていたことが指摘されている。

一方、特記される遺物としては、青銅器の鋳型がある。３０次調査区では両面に中細銅戈と中細銅



9

矛を彫り込んだ鋳型が、42・50・109 次調査区などからは中細や広形の銅戈や銅矛の鋳型のほか 6
次調査区ではガラス滓が出土している。併せて、40 次調査区では青銅器の鋳造工具である取瓶や坩
堝片が出土しており、青銅器やガラス製品の鋳造に携わる工人集団が居たことを示している。同時
にこれらによって製造されたであろう銅鏃や青銅鋤先、鉄鏃、鉄斧などが 5・6・9・17・18・26・
32・33・35・42・48・51・53・57 次調査区から出土している。

Tab. 1　比恵遺跡群発掘調査一覧表　1
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Tab. 2　比恵遺跡群発掘調査一覧表　2
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Fig. 6　弥生時代の遺構配置図（1 ／ 200）

３．弥生時代の調査
弥生時代の遺構は、貯蔵穴６基と甕棺墓２基、箱式石棺墓１基、土壙１基、溝遺構１条と柱穴を検

出した。これらの遺構は、甕棺墓１基と溝遺構が調査区の南辺に位置することを除けば、調査区の北
東縁にまとまって分布する傾向が窺がえ、西半部には遺構はほとんど拡がっていない。ただし、調査
区の狭小さを勘案するとこの傾向が周辺域の在り様を直ちに具現しているとは云い難い。このうち６
基の貯蔵穴は、現状では調査区北東部の８ｍ四方のきわめて狭い範囲に１ｍ～２ｍの間隔で密集して
分布しているが、調査区の東～北方に拡がっている可能性も考えられ、周辺地域での該期の集落域の
展開と貯蔵穴群の分布を重ね併せて検討する必要がある。

１） 貯蔵穴（SU）
３３号貯蔵穴井戸跡　SU － 33　(Fig.7･PL.2）
３３号貯蔵穴は、調査区の北東部に群集する貯蔵穴群中の南西端に位置し、その上縁部は３号甕

棺墓や２号土壙と重複し、その中で最も古い。床面の平面形は、東西長が 262cm、南北長が 122cm
の長方形プランをなしている。床面積は、約 3.2㎡である。壁面は、南北壁と東壁は垂直に立ち上が
るが、西壁は 20cm ほど更に奥へ向かって拡がった後に約 40°の傾斜をもって緩やかに立ち上がり、
そこから大きく屈曲してドーム状に膨らみながら立ち上がる。また、北壁下の床面上には壁面に接
して東西が 40cm、南北が 23cm、深さが 10cm ほどの浅いピットがあり、その東端に径が 10cm ～
14cm、深さが 14cm の小さな杭状のピットが掘り込まれている。このピットに昇降具を架設した可
能性が十分に考えられる。これらのことから断面形を復原すると、北壁のほぼ中央に入り口があり、
その入り口に向かって東壁や南壁は西壁のようにドーム状に大きく膨らんでいたものと推測される。
覆土は暗黒茶色土～黒色土で崩落した壁面土のロームブロックが層状に混入していた。遺物は、上層
から弥生中期甕片と甕棺片がわずかに出土した。

４７号貯蔵穴　SU －４７（Fig．7・8　PL. ２）
４７号貯蔵穴は、調査区北東部に拡がる貯蔵穴群中

の北東端に位置し、１ｍ西には５４号貯蔵穴が、また
西南へ２ｍの距離には２号土壙や３号甕棺墓、３３号
貯蔵穴がある。床面は、東西長が 229cm、南北長が
160cm で、南壁辺は直線的に延び、北 ･ 南 ･ 東壁辺
は緩やかな弧状を描くように内湾する不整な半円形の
プランを呈する。床面積は、約 3.65㎡である。壁面は
南壁が垂直に立ち上がり、東西壁および北壁は床面か
ら 30cm ほどの高さまでやや外湾気味に立ち上がり、
そこから大きく屈曲してドーム状に膨らみながら立ち
上がって天井部に至る。床面は南壁側低く、北壁側は
15cm ほど高くなる。また、垂直な南壁の中央部には、
壁面に沿って長さが 47cm、幅が 25cm、深さが 5 ～
8cm の浅い楕円形の小ピットがあり、ここに昇降具を
架設した可能性が考えられる。覆土は黒色土の単一層
で、層中には崩落した天井壁のロームブロックが大き
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Fig. 9　53・54 号貯蔵穴実測図（1 ／ 40）

Fig.8　47 号貯蔵穴出土遺物
実測図（1 ／ 4）

な塊で混入していた。遺物は、床面から 45cm ほどの所で前期後
半の小型壷が出土した。

1 は、口径が 8.4cm、底径が 6cm、器高が 14.3cm の小型の壷
である。口縁部は如意状をなし、頸部は緩やかに内傾する。胴部は
撫肩の球形をなし、緩やかに膨らむ肩部には 4 条の細い横凹線に
挟まれて 3 段の羽状文が施文され、更にその上段には 1 条に横凹
線が巡っている。調整は、内面が凹圧ナデ、外面は丁口縁部～頸部
がヨコナデ～粗い研磨、羽状文下は丁寧な横研磨で赤色顔料の付着
痕があり、丹塗壷と考えられる。胎土には砂粒を含み、焼成は良好。
色調は淡褐色。

５０号貯蔵穴　SU － 50
　　　（Fig．7　PL. ３）

５０号貯蔵穴は、調査区の北東
部に拡がる貯蔵穴群の中央部西端
しに位置し、東へ 1 ｍの距離には
５４号貯蔵穴が、北へ 2 ｍの距離
には５２号貯蔵穴がある。床面の
平面形は、南北長が 115cm、東西
長が 105cm の不整円形プランを
なす。壁面は、西壁が垂直に立ち
上がるほかは床面より 45 ～ 55cm
の高さまで外傾気味に立ち上がり、
そこから大きく屈曲してドーム状
に膨らみながら立ち上がる。西壁
の中央部には、直径が 45 ～ 50cm
の円形プランの昇降口がある。南
北壁および東壁が屈曲点からドー
ム状に膨らむのに比べて西壁が屈
曲点からやや外傾するのは昇降の
便を図ったものと考えられる。床
面は浅い凹レンズ状をなし、床面
積は約 1.8㎡である。覆土は、黒茶
褐色土～黒色土で、中央部には埋
没時の天井壁崩落によるロームブ
ロックの混入が見られた。遺物は
壷や甕片がわずかに出土した。



14

1m

2㎝

10㎝

0

0

0

5 6

4

3
2

H. 6.9m

2

3

4
5

Fig. 11　48 号土壙出土遺物実測図（1 ／ 4  ・  1 ／ 1）

Fig. 10　48 号土壙実測図（1 ／ 20）

５２号貯蔵穴　SU － 52
　　　（Fig．7　PL. ３）
５２号貯蔵穴は、貯蔵穴

群中の北西端にあり、上面は
４８号土壙によって削平さ
れている。床面の平面形は、
東西長が 177cm、南北長が
108cm の不整な半円形プラ
ンをなし、床面積は約 1.75
㎡である。壁面は、北壁が垂
直に立ち上がるが、半円形を
なす東西と南側の壁面は、床
面から 20cm の高さまで緩や
かに外傾して立ち上がり、そ
こから大きく屈曲してドーム
状に膨らみながら天井部へと
続く。入口は、垂直に立ち上
がる北壁にあると考えられる
が、昇降材の架設痕は確認で
きなかった。覆土は、屈曲部
下が黒色土、屈曲部から天井
部が黒茶褐色土で、壁際の層中には天井部の崩落によるロームブロックが多く混入していた。遺物は
壷片や甕片がわずかに出土した。

５３号貯蔵穴　SU － 53（Fig．９　PL. ３）
５３号貯蔵穴は、群集する貯蔵穴の中で最北東端に位置し、南へ 1m の距離には 54 号貯蔵穴がある。

西壁の天井部上面には 49 号箱式石棺墓が掘り込まれている。床面の平面形は、東西長が 208cm、南
北 177cm の不整な瓢状の半円形プランをなしている。床面は、はじめ南北長が 145cm の半円形に
掘られていたが、南壁側に何らかの不都合が生じたのか、そこから 35cm ほど奥へ掘り進めて床面の
拡張を図っている為に東壁は瓢状に括れている。また、天井部の断面形は、拡張部の天井面に併せて
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Fig. 12　1・3 号甕棺墓実測図（1 ／ 20）

旧天井部を作り直しているが、一部に調整の不具合な面が遺存していた。この床面拡張の理由には天
井部から壁面の崩落が考えられようか。床面積は約 2.9㎡である。壁面は、北壁がわずかに外傾して
立ち上がるほかは、床面から 30 ～ 40cm の高さまでが緩やかに外傾して立ち上がり、そこから大き
く屈曲してドーム状に膨らみながら天井部へと続いている。入口は、垂直に立ち上がる北壁にあった
ものと考えられるが、昇降材の架設痕は確認できなかった。覆土は、黒茶褐色土～暗黒色土で、弥生
の壷片や甕片のほかに上層から須恵器大甕片が出土した。

５４号貯蔵穴　SU － 54（Fig．９　PL. ３）
５４号貯蔵穴は、調査区の北東部に拡がる貯蔵穴群の中央に位置する。北東方には 53 号貯蔵穴

が、南東方には 47 号貯蔵穴、北西方には 50 号貯蔵穴、南西方には 32 号貯蔵穴があり、これらの
貯蔵穴に取り囲まれるように立地している。床面の平面形は、南北長が 142cm、東西長が 108cm
の半円形プランをなし、床面積は約 1.3㎡である。壁面は、南壁がやや外傾しながら直線的に立ち上
がる。一方、東西壁および北壁側は床面から 20
～ 30cm の高さまで小さく外傾して立ち上がり、
そこから大きく屈曲してドーム状に膨らみなが
ら天井部へと続いている。入口部は、垂直に立
ち上がる南壁にあると考えられるが、昇降材の
架設痕は確認できなかった。覆土は、黒色軟質
土の単一層で、壁際には天井部の崩落によるロー
ムブロックが互層状に混入していた。遺物は弥
生甕の小片がわずかに出土したのみである。

２） 土　壙（SK）
４８号土壙　SK－４８（Fig．10・11　PL.５）
４８号土壙は、調査区の北東隅に位置し、東

へ２ｍの距離には４９号箱式石棺墓がある。ま
た、すぐ真下には５２号貯蔵穴の天井部がある。
平面形は、長辺が 179cm、短辺が 135cm の楕
円形プランを呈する。壁高が 40cm の壁面は、
緩やかに立ち上がる。床面は、中央部が浅く凹
レンズ状に窪み、断面形は緩やかな U 字状をな
す。覆土は、暗茶褐色土の単一層であるが、西
壁下の床面上には５２号貯蔵穴の入口部が開口
している。遺物は、床面より 15cm ほど上層で
丹塗りの袋状口縁壷や無頸壷の蓋、器台などの
ほかに打製石鏃が出土した。

2 は底径が 8.8cm、胴部最大径が 18.3cm の
壷で胴部下半には丹彩痕が残り、器面全体に丹
が塗布されていたと思われる。胴部は丸味を帯
びた玉葱状をなし、短く緩やかに外反する頸部
には袋状の口縁部が付こう。調整は内面がナデ



16

50
㎝

0

ST-01

ST-03

8

7

Fig. 13　1・3 号甕棺実測図（1 ／ 12）

～押圧ナデ、外面は細かいハケ目後に粗い研磨。胎土は精良で、微細砂～粗砂粒と赤褐色粒を含み、
焼成は良好。色調は明赤褐色。3 は口径が 18cm、天井部径が 3.2cm、器高が 4.7cm の無頸壷の蓋
である。口縁部は小さな底部からストレートに外反してのび、口縁部下には対称位に円孔を穿って
いる。胎土には小砂粒を多く含み、焼成は良好。色調は淡明褐色。4・5 は円筒形の器台である。4
は口径が 10.6 ～ 10.9cm、底径 11.8cm、器高は 16 ～ 16.2cm のやや歪な器台である。口縁部と
底部は筒状の体部から緩やかに外反して開き、口縁部端は丸く収まる。胎土は良質で、石英小砂～
粗砂粒を多く含む。色調は、外面が明赤橙色、内面は淡橙色。5 は口径が 10.5cm の器台上半部で
ある。胎土には微細砂～石英粗砂粒と雲母微細粒を多く含み、焼成は良好。色調は、外面が赤橙色、
内面は淡黄橙色である。いずれも内面は指頭押圧ナデ調整。6 は長さが 2.0cm、基部幅が 1.35cm、
基部厚が 0.35cm の剥片石鏃。黒曜石製。

３） 甕棺墓（ST）
１号甕棺墓　ST －０１　（Fig．12・13　PL. ４・７）
１号甕棺墓は、調査区の南隅にあり、３４号溝に削平された土壙状の遺構埋土上に掘り込まれて

いる。甕棺は、口縁部から胴部上半を打ち欠いた甕型土器で、底部は削平を受けて消失している。
墓壙は直径が 60cm×76cm の楕円形プランを呈し、墓壙底は中央部がやや窪む浅い凹レンズ状をな
している。甕棺はこの墓壙の西壁に寄せてコンパクトに埋置している。埋納法は打ち欠いた甕の上
半部を下にして直立させたいわゆる倒置
甕である。棺内からは鉄器の小片が出土
した。

7 は、口縁部～胴部上半を打ち欠いた中
型の甕で、胴部下半～底部は削平によっ
て消失しているために細かい法量は判然
としないが、最大胴径が 50.5cm で器高
は 45 ～ 50cm ほどになろうか。胴部は
倒卵形をなし、凸帯はないが口縁部下に
三角凸帯が巡っていた可能性も考えられ
る。内外面ともに押圧ナデ後にやや粗い
ハケ目調整。胎土は良質で、小砂粒を含み、
焼成は良好。色調は濃褐色。

３号甕棺墓　ST －０３
（Fig．12・13　PL.４・７）

３号甕棺墓は、調査区の東端に位置し、
東へ 2m の距離には 47 号貯蔵穴がある。
また、甕棺墓は、33 号貯蔵穴の天井部を
掘り込み、甕の上半部は 2 号土壙によっ
て大きく削平されている。墓壙は、長軸
が 143cm、短軸が 93cm の楕円形プラン
を呈する。甕棺は、この墓壙底に約 10cm
の厚さで暗茶褐色土を充填して甕の安定
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Fig. 14　49 号石棺墓実測図（1 ／ 20）

を図り、約 40°の傾斜角で埋置
されている。主軸方位は N －
38°－ W にとる。棺内には 2
号土壙の遺物が散見され、一方
で 2 号土壙内には甕棺片が点
在していた。

8 は、「く」字状口縁の大型
甕で、失われた「く」字状の
口縁部下に 1 条、胴部下位に 2
条のコ字凸帯が巡っている。コ
字凸帯にはヘラ状工具による斜
めの線刻が施文されている。肉
厚な胴部は、倒卵形をなし、2
条のコ字凸帯部で大きく内に窄
まり、やや瓢状に括れている。
調整は、胴部上半部に叩き痕が
残り、胴部凸帯下は更にその上
には粗いハケ目を加えている。
内面は押圧ナデで当具痕は確認
できなかった。胎土はやや粗く
砂粒と雲母を含み、焼成は堅緻。色調は明黄褐色。全体的に粗い作りの甕である。

４） 箱式石棺墓（SQ）
４９号箱式石棺墓　SQ －４９（Fig．14　PL. ４）
４９号石棺墓は、調査区の北東端にあり、53 号貯蔵穴の西壁天井部上に掘り込まれている。石

棺材はすでに消失しているが、コ字状に掘り込まれた溝状の掘方の形状から箱式石棺墓と判断し
た。石棺は小口石を側壁石で挟み込むタイプで、石棺の内法は長軸が 100 ～ 110cm、短軸が 45 ～
50cm に復原され、主軸方位を N － 74°－ E にとる。また、側壁掘方の東側の埋土上にはベンガラ
がやや濃密に拡がっており、石棺の内面にベンガラが塗布されていた可能性が十分に考えられよう。
掘方の埋土は暗茶色～暗褐色土。削平が著しく遺物は散見されなかった。

５） 溝遺構（SD）
３４号溝　SD －３４（Fig．15 ～ 18　PL.5 ～ 8）
３４号溝は、調査区の南端にある東西方向の大溝であるが、大半が調査区外に拡がっているため

にその全容は明らかではない。現状では長さが約 10m、幅が約 1.5 ～ 2m に復原され、東西の両端
部は南にむかって矩形に屈曲しながらのびている。壁面は部分的に小さなフラット面を作りながら
も緩やかに傾斜して立ち上がり、断面形は溝底が凹レンズ状をした U 字状をなしている。溝底から
20cm ほど上層には中期後半～終末期の壷や甕、鉢、高坏などが折り重なるように濃密に投棄され
ていたが全体的に器面の摩滅が著しい。一方で、溝の西端部は溝端から 1.5m ほど北へ張り出しが
あり、この西端には 1 号甕棺墓が掘り込まれていて、時期的には齟齬がある。溝の西端部の埋土は、
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おおむね暗黒茶色～黒茶褐色土で黄褐色粘土粒の混入量の多寡と土質の硬軟に若干の差異が観察さ
れるほかには明確な違いは判別できなかった。これははじめに北へ張り出した部分に土壙状の遺構
があり、その埋没後に 1 号甕棺墓が埋置されたことが考えられる。そして更にその後に大溝の 34 号
溝が開削されるが、その西端は 1 号甕棺墓の墓壙手前で立ち上がっていると考えられ、土質的にも
若干ながらその傾向が窺がえ、そのように考えるのが合理的であろう。また、遺物には土器のほか
に碧玉製管玉と鉄器片が出土している。

9 は、口径が 10.2cm、器高が 15cm の二重口縁壷である。口縁部は、胴部から短く内傾する頸
部から大きく外反して立ち上がり、一旦屈曲して直口気味に小さく外反する。口縁端部は、外方に
小さく摘み出して上面を水平に仕上げている。胴部は丸底の球形であるが、底部は直径が 2.5cm ほ
どの平底状をなしている。調整は、口縁部がヨ
コナデ、頸部と内面は指頭押圧ナデ、外面はナ
デ。胴部下半には焼成後に楕円形孔が穿たれ、
内面には炭化物が付着している。胎土は粗く、
石英細砂～粗砂粒を多く含み、焼成は良好。色
調は淡黄褐色。10 は底径が 6cm の小型壷であ
る。球形の胴部は肉厚で、厚い平底の底部が付
く。口縁部は短く「く」字状に外反する。外面
には赤色顔料痕が残り、内面は指頭押圧後にナ
デ～タテハケ目。胎土には微細砂粒～小砂粒の
ほかに石英中砂粒と雲母微細粒を含む。色調は
明橙色。11・12 は長頸壷である。11 は、口径
が 8.4 ～ 8.6cm、底径が 4 ～ 4.2cm、器高が
20.6cm。胴部は肩の張った偏球形で、底部は
上底状をなしている。頸部は、偏球形の胴部か
ら小さく内傾した後に小さく屈曲して緩やかに
外反しながら立ち上がる。口縁端部は丸く整え
ている。調整は、口頸部外面が細かいタテハケ
目、内面は押圧ナデで下半部には絞り痕がある。
胴部は、内面上半部が指頭押圧後にヨコ方向の
ハケ目、底面にはタテ方向のハケ目調整。胎土
は精良で、微細～小砂粒と雲母微細を多く含み、
焼成は良好。色調は、内面が淡橙～白橙色、外
面は淡橙色。12 は、胴部最大径が 16.6cm の
長頸壷の胴部である。胴部は偏球形で、底部は
丸底である。調整は内面が押圧ナデ、外面はナ
デ後にハケ目調整で仕上げた後に胴部上半部に
はタテ、中位にはヨコにやや粗い研磨が施され
ている。胎土は良質で、微細砂粒～石英小砂粒
を比較的多く含み、焼成は良好。色調は淡明赤
橙色。13 は、口径が 18cm、現存項が 7.7cm
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Fig. 16　34 号溝出土遺物実測図 1（1 ／ 4）
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Fig. 17　34 号溝出土遺物実測図 2（1 ／ 4）
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Fig. 18　34 号溝出土遺物実測図 3（1 ／ 4）

の二重口縁壷である。口縁部は、一旦緩やかに外反した後に小さく屈曲して垂直に立ち上がり、端
部は短く外反する。この口縁端部は、小さく外方に摘み出し、上縁を水平に整えている。胴部は倒
卵形をなし、頸部との変換点と二重口縁の屈曲面には其々１条の三角凸帯を張り巡らし、ヘラ先状
工具によるナナメの線刻を施文している。調整は、口縁部がヨコナデ、胴部外面は上半が平行叩き痕、
下半はヘラケズリ、内面は押圧ナデ。胎土はやや粗く、小～中砂粒を多く含み、焼成は良好。色調
は淡褐色～淡灰褐色。14 は口径が 19.4cm、器高が 14.6cm の鉢で、直径が 2.5 ～ 3cm の小さな平
底状の底部が付く。口縁部は短く「く」字状に外反し、端部は水平に摘み出している。胴部はやや
肩の張った半球形で、底は肉厚になる。内外面ともに押圧ナデ後にやや粗いハケ目調整。胎土はや
や粗く、細砂～石英中砂粒のほかに雲母微細粒を含み、焼成は良好。色調は淡黄橙色。15 は、口径
が 18cm、器高が 25.5cm の土師器甕である。口縁部は大きく「く」字状に外反し、胴部はやや肩の
張った卵形をなしている。調整は口縁部外面がヨコナデ、内面がナデ。胴部は外面が叩き後にナデ、
内面は粗いヘラケズリ。胎土には小～中砂粒を多く含み、焼成は良好。色調は赤褐色。16 ～ 23 は、
高坏である。16 は、口径が 34.7cm、脚径が 18.1cm、器高が 27.3cm である。坏部は、体部が内
湾気味に立ち上がり、口縁部は屈曲して緩やかな稜を作って大きく外反する。ラッパ状の脚部は長
くのびやかに外反し、中位には上に２孔一対、下に３孔一対の円孔を対称位に穿っている。調整は、

I 
I 
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坏部ナデ～ヨコナデ、口縁部が左上方～右下方へのハ
ケ目。脚部内面は絞り～ハケ目。胎土は良質で、小砂
粒～中砂粒を含み、焼成は良好。色調は明褐色。17 は、
口径が 36cm、脚径が 18cm、器高が 27.8cm である。
坏部は、体部が内湾気味に立ち上がった後に一旦小さ
く直口して緩やかな段を形成し、口縁部は大きく外反
する。脚部はラッパ状に大きく外反するが、脚裾は緩
やかに屈曲して短く直線的に内傾する。脚部の中位に
は、上に２孔一対、下に３孔一対の円孔を対称位に配
している。全体に摩滅が著しいが、坏部の口縁下には
左上～右下にむかって粗いハケ目、脚部は内面上部が
絞り、脚裾ない外面にはやや細かいハケ目調整。胎土
は良質で、石英小砂粒と長石粒を含み、焼成は良好。
色調は明褐色。18 は、口径が 33.9cm。坏部は、体
部が丸く膨らみ、口縁部は緩やかに屈曲して小さな稜
を作り、やや直線的に外反して立ち上がり、端部は丸
く収めている。脚部は裾部を欠くが、のびやかに外反
するラッパ状の脚部になろう。器面の摩滅が著しいが、
坏部の口縁下には左上～右下へのハケ目調整で、脚部
内面には絞り痕がある。胎土は良質であるが、細砂粒～粗砂粒を多く含み、焼成は良好。色調は淡
明褐色。19 は、口径が 34.6cm の坏部である。口縁部は内湾気味に立ち上がる体部が一旦屈曲して
緩やかな稜を作って大きく外反する。口縁部にはハケ目調整痕が残る。20 はラッパ状に開く脚部で、
２孔一対の円孔を穿っている。いずれも胎土には小砂粒～粗砂粒を多く含み、明褐色で 19 と同一
固体をなそうか。21 は、口径が 33.2cm の坏部で、内湾する体部はやや深い。体部からのびる口縁
部は、屈曲して緩やかな稜を作って小さく直口して大きく外反する。調整は外面にやや粗いハケ目
痕が残る。22 は、脚径が 18cm の脚で大きくラッパ状に外反する裾部は小さく内湾気味に立ち上が
る。脚中位には上に２孔一対、下に３孔一対の円孔を対称位に穿っている。円孔上の内面には絞り痕、
下～脚裾はハケ目後にナデ調整。いずれも胎土は良質で、小砂粒～粗砂粒を多く含み、色調は淡明
褐色を呈す。21 と 22 は同一のものであろう。23 は、口径が 35.2cm の坏部である。内湾気味に膨
らむ体部はやや深く、口縁部は小さく屈曲して大きく外反する。口縁部外面はやや粗いハケ目調整。
胎土は良質で、小砂粒～中砂粒を多く含み、焼成は良好。色調は淡明褐色。24・25 は、坏体部が玉
葱状の扁平な半球形を呈する高坏の坏部で、ラッパ状にのびる脚部が付こう。口縁部は体部が強く
屈曲して内面に稜を作り、その屈曲点から大きく外反する。24 は、口径が 25cm、現高が 6.1cm で
ある。胎土は精良で小砂粒をわずかに含み、焼成は良好。色調は明赤褐色。25 は、口径が 26.4cm、
現高は 8.2cm で外底面には脚部の剥落痕が残っている。胎土は精良で小砂粒をわずかに含み、焼成
は良好。色調は明赤褐色。いずれも器面の摩滅が著しく、調整は明らかでない。26 ～ 31 は、小型
高坏の脚部である。26 は、脚径が 10.8cm、現高が 6.5cm で、脚部は短くラッパ状に外反する。脚
部上位には対称位に三つの円孔を配している。調整は、脚部内面は指頭押圧後にナデ、坏部内面～
脚外面はナデで、裾部には赤色顔料痕がある。胎土は良質で、微細砂粒～石英小砂粒を多く含むほ
かに赤褐色粒と雲母粒を含み、焼成は良好。淡赤褐色。27 は、脚部は朝顔状に大きく外反し、坏部
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Fig. 20　２号土壙実測図（1 ／ 30）

との接合面は肉厚である。
胎土は良質で、微細砂粒
と雲母微細を多く含むほ
かに少量の小砂粒と赤褐
色粒を含む。焼成は良好
で、色調は明赤褐色。28
は、 脚 径 が 13.4cm、 脚
高が 7.4 ～ 7.8cm。脚か
ら緩やかにのびた坏部は、
小さく屈曲して口縁部へ
と続く。脚部は細く筒状
にのび、強く屈曲して内
湾気味に大きく外反する。
屈曲点下には２個の円孔
があり、本来は４孔で一
対をなしていたものと考
えられる。全体的に摩滅
が著しいが、内面は押圧
ナデ、脚内面は絞り後にケズリ。胎土は良質で、微細砂粒～石英小砂粒を多く含む。色調は淡明赤橙色。
29 は、脚径が 18cm。脚部は朝顔状に伸びやかに外反し、脚中位には円孔が穿たれている。調整は
裾部がヨコナデのほかはタテ～ヨコ方向のハケ目。胎土は良質で、小砂粒をわずかに含み、焼成は
良好。色調は淡明褐色。30 は、脚径が 20cm、現高は 8.1cm。脚部は朝顔状に大きく外反し、中位
に３孔一対の円孔を対称位に配している。調整は外面がナデ、内面は裾部がヨコハケ目、上半は指
頭押圧ナデ。胎土はやや粗く 1 ～ 2mm の砂粒を多く含み、焼成は良好。色調は淡赤橙色。31 は、
脚径が 19.4cm。朝顔状の脚部は内湾気味に外反し、中位には円孔が穿たれている。胎土には小～粗
砂粒を多く含み、焼成は良好。色調は明淡褐色。32 は、脚径が 11.6cm、現存高が 12.8cm。坏部
は伸びやかに外反し、脚部はラッパ状をなしている。脚基部には小さな段が付き、中位には２孔一
対に小さな円孔を焼成後に穿っている。脚部内面には絞り痕がある。胎土には微細砂粒～小砂粒の
ほかに赤褐色粒をわずかに含む。内面は淡黄白色、外面は淡明橙色。33 は長さ８㎜、直径３㎜、孔
径 1.5㎜の碧玉製管玉である。色調は灰褐色。34 は長さ 10.7㎝、最大幅 3.5㎝、厚さ 1.2㎝の鉄族
である。基部付近が錆ぶくれしているが、残りは比較的よい。35 は現存長 12.5㎝、幅 5.3㎝。厚さ 0.4
㎝の石剣未製品である。石材は頁岩で、表面は剥離している。
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Fig. 21　２号土壙出土
遺物実測図（1 ／ 4）

４．古墳時代の調査
古墳時代の主な遺構としては、総柱の掘立柱建物跡２棟と３本柱の柵

列、土壙２基のほかに多くの柱穴を検出した。これらの遺構は、外観的
には調査区全体に拡がっているが、面的な狭小さを勘案すると主な遺構
は柵列を中心にして東側に拡がる傾向がある。検出した主な遺構のうち、
掘立柱建物跡と柵列は、第８次と第７２次調査で確認された柵列や総柱
建物跡と比べて構造的、規模的にきわめて似た在り方を示しており、その有機的な相関性が窺える。
一方、土壙は調査区の西半域に偏して分布する傾向が窺えるが、これが分布のすべてを具現してい
るとは考えがたく、その全容は即断しがたいものがある。また、柱穴の中には直径が 10 ～ 20cm の
明瞭な柱痕跡を残すものも多々あるが、１棟の建物跡としてひとつにまとめ得るものは確認できな
かった。

１）土　壙（SK）
２号土壙　SK －０２　（Fig．20・21　PL.4）
２号土壙は、調査区の東端にある大型の土壙で、3 号甕棺墓や 33 号貯蔵穴と重複しているが、そ

の中で最も新しい。平面形は、概形として長軸が 298cm、132 ～ 150cm の不整な長方形プランを
呈するが、その南側壁と東小口壁に沿って長軸が 258cm、短軸が 105cm の土壙を掘りこんだ２段
掘りの構造をしている。深さが 35 ～ 40cm の壁面は緩やかに立ち上がる。壙底は、浅い凹レンズ状
をなし、断面形は U 字状をなす。覆土は、茶褐色土の単一層で須恵器甕や坏、ハソウが出土した。

36 は口縁部がラッパ状に外反する須恵器ハソウで、胴部径は 9.7cm。胴部中位に孔径が 1.7cm
の円孔を成形時に斜め上方から穿っている。ラッパ状の頸部下位と胴部中位はカキ目調整で、肩部
には櫛歯文を描く。胎土は良質であるが小砂粒～粗砂粒をやや多く含み、焼成は堅緻。色調は暗青
灰色。

２）土壙墓（SR）
５１号土壙墓　SR －５１（Fig．22　PL.5）
５１号土壙墓は、調査区の北東部に位置する土壙墓で、北小口壁に接して 50 号貯蔵穴がある。土

壙墓は、長軸が 210cm、短軸が 48 ～ 54cm の隅丸長方形プランを呈し、N － 9°－ E に主軸方位を
とる。壁面は北小口壁が緩やかな外は急峻に立ち上がり、壁高は 23cm。壙底は中央部が浅く凹レ
ンズ状に窪んだ舟底状の断面形をなしている。覆土は、濃い茶褐色土の単一層で、壙底からは土師
器甕片や須恵器甕片に混じって楽浪系の陶質土器甕片が出土した。

　
３）溝遺構（SD）
１９号溝遺構　SD － 19　（Fig．23　PL.6）
１９号溝は、調査区の南西隅にある短い溝で、西端は 60 号溝を切っている。溝幅は、60 ～

78cm、全長が 50cm で、東端が先細りになっている。最深部までの深さが 35cm の溝底は、両端
部際にピット状の窪みがある２段掘り状の断面形をなしている。覆土中からは弥生壷片や土師器片、
須恵器甕片、ハソウ片の外に黒曜石片が出土した。

37 は口径が 16.8cm の土師器甕である。口縁部は緩やかに外反し、胴部は張りの弱い倒卵形とな
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Fig. 22　51 号土壙墓実測図（1 ／ 20）

Fig. 23　19・31・44・60 号溝断面図（1 ／ 30）

ろう。調整は、口縁部がヨコナデ、胴部は内面が粗いヘラケズリ、外面はハケ目後にナデ。胎土は
良質で小砂粒をわずかに含み、焼成は良好。色調は赤褐色。

３１号溝遺構　SD － 31　（Fig．23　PL.6）
３１号溝は、調査区の西端にある南北方向の溝で、北端は撹乱壙で消失しているが、状況的には

矩形に西へ折れて 44 号溝に繋がるものと考えられる。溝幅は 45~65cm、深さは 20cm。壁面は緩
やかに立ち上がり、断面形は浅い U 字状をなしている。覆土中からは弥生の丹塗り壷片や土師器甕
片がわずかに出土した。

４４号溝遺構　SD － 44　（Fig．23　PL.6）
４４号溝は、調査区の西端にある東西方向の溝で、撹乱壙下で南へ矩形に屈曲して 31 号溝に繋が

るものと考えられる。溝幅は 42cm、深さは 12cm で壁面は緩やかに立ち上がる。断面形は浅い U
字形をなす。

６０号溝遺構　SD － 60　（Fig．23　PL.6）
６０号溝は、調査区の南西隅にある短い溝で、西端は 19 号溝、東端は 34 号溝に切られた不整形

な土壙状の遺構上にあるが、覆土的に端部を確認できなかった。溝幅は約 45cm、深さは 15cm で、
断面形は浅い U 字状をなしている。遺物は須恵器甕片や玄武岩片が出土した。
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Fig. 24　19 号溝出土遺物実測図
　　　　　　　　　　　（1 ／ 4）

Fig. 25　貯蔵穴断面模式図（1 ／ 100）
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Ⅲ．お わ り に
比恵遺跡群は、那珂川と御笠川に挟まれた比恵丘陵と通称さ

れる中位段丘上にあり、この丘陵は幾筋にも開析された浅い谷
が湾入して複雑な地形を呈している。第 120 次調査区は、こ
の比恵丘陵の丘陵尾根の南西部に占地しており、標高は約 7m
であるが、昭和初期の区画整理事業によって大きく開削されて
おり、旧状を留めていない。第 120 次調査では、弥生時代と古墳時代中期の遺構を検出した。これ
らの遺構群は、比恵から那珂へと続く丘陵上で通有に見られる遺構の拡がりを示している。時期的
には、古墳時代の遺構は稀薄で、弥生時代の遺構がやや濃密に分布していると云えるが、きわめて
狭小な調査区内での成果ではその傾向がそのまま比恵丘陵南西域の在り様を示しているとは云い難
く、周辺の調査事例と併せて検討することが不可欠である。ここでは本調査区の成果について簡単
に整理して今後の参考としたい。

本調査区での最大の成果は、貯蔵穴６基を検出したことであろう。これらの貯蔵穴は、現状では
調査区北東部の８ｍ四方のきわめて狭い範囲に１ｍ～２ｍの間隔で密集しているが、調査区の東方
や北方にも拡がっている可能性も十分に考えられ、その周辺域には貯蔵穴を開削し、活用した集落
域が展開している可能性も想起される。本調査区の貯蔵穴群は、平面形的には半円形～長方形プラ
ンを示している。断面的には入り口側の壁面が垂直に掘り込み、そこから左右に壁面を拡げた後に
対面に向かって半円形あるいは長方形に床面を拡げている。その後、この対面の壁面は一旦外側に
むかって掘り拡げた後に緩やかにドーム状に掘り拡げて天井部を造りだしている。しかしながら、
この天井部は低く、人が活動するには屈んだ姿勢を余儀なくされる高さしかなく、多量の資材の保
管には供しがたい規模である。本調査区の貯蔵穴は、入り口部が一方の壁面に付く構造で、断面形
は靴下状をなしている。このような構造は、比恵遺跡群内の数箇所の調査区で見られるが、入り口
部が中央にありフラスコ状の断面形をした貯蔵穴群も混在している。このことからすれば断面形が
靴下状をなすものとフラスコ状をなすものが開削した集団間の相違によるものかは住居域と貯蔵穴
域あるいは墳墓群と関わりを十分に加味した上で、比恵遺跡群全域を俯瞰して検討する必要がある。

また、調査区の南縁で検出した溝状遺構（SD － 34）は遺構には終末～古墳時代初めの高坏や壷
などが大量に投棄されており、きわめて特徴的な遺構である。しかしながら南上縁が未検出のため
にその構造や性格は明らかでないが、南方の第 36 次調査区との間に幾ばくかの空間域があり、南へ
折れて矩形の周溝状をなす可能性も否定できず、この空間域の調査が望まれる。いずれにしても本
調査区のように狭小な調査域で検出した遺構をもってすべてを論じることはできず、今後は各期の
集落域とその集落域に付帯する貯蔵域や墳墓域を総合的に再検討して論じる必要がある。
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